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                          取  扱  説  明  書 

 

 

この度は、アイチの水道メーター用防水型無線送信器「ＱＣ１５－１－２」 をお求
めいただき誠にありがとうございます。                         
 ●ご使用になる前に、この取扱説明書をお読みいただき、正しくお使いください。    

 ●お読みになった後も、この取扱説明書は必ず保管してください。   
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       水道メーター用防水型無線送信器（以下、送信器）は、下記の内容の特長、用途を有しています。 
        １．電子式水道メーターなど８ビット電文出力機能を持った水道メーターと送受信を行います。 
        ２．内蔵電池により８年間動作します。 
        ３．１日１回、指定時刻に定刻検針を行い、電子式水道メーターなどのロードサーベイ機能を 

利用し、２４時間分の指針値を取得します。 
        ４．１日１回、前日の１：００から２４：００までの１時間毎の指針値（２４時間分）と、アラー

ムデータをクラウドに送信し、自動検針を行います。 
５．専用磁石を凸部に当てると水道メーターから隔測検針値を読み取り、クラウドに送信します。 

    ６．水道メーターが各種アラーム（漏水１、漏水２、過大流量、逆流、超過流量、水不使用１）の 
アラーム発呼をすると電文通信後、即時クラウドに送信します。 

        ７．送信器は防水構造のためメーターボックス内、ピット内の設置が可能です。 
         
 
 

２．安全に正しくお使いいただくために 

                                                
この送信器を安全に正しくお使いいただくために、この項は必ずお読みください。 

 
この取扱説明書の表示では製品を正しくお使いいただき、あなたや他の人々への 

危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は次のようになっています。内容をよくご理解のうえ本文をお読み 

ください。 

表  示 意  味 記載頁 

  

        危険 
この表示を無視して誤った取扱い

をすると人が死亡または重傷を負

う危険が切迫して生じることが想

定されることを表しています。 

なし 

       

     警告 
この表示を無視して誤った取扱い

をすると使用者が死亡または重傷

を負う可能性が想定されることを

表しています。 

なし 

注意 

この表示を無視して誤った取扱い

をすると、使用者が損害を負う可能

性が想定される、および物的損害の

みの発生が想定されることを表し

ています。 

２ 

 
１ 

 

１．水道メーター用防水型無線送信器の特長、用途 

絵表示については、次のような 

意味があります 

 

 

 

 

一般的な禁止    分解禁止 

 

 

 

 

 

火気禁止     必ず行う 

 



 
 

３．安全のために必ずお守りください 

 
                               

                               注 意 
 

この送信器に使用しているリチウム電池は優れた安全性を備えておりますが、リチウム電池で
ある以上、万一の電池破裂あるいは発火事故を防止するため、お取り扱いには十分ご配慮をお願
いします。 

 
       １．保管について 
                 火気の近く、直射日光の当たらない場所に保管してください。 
                 また、周囲に可燃物、引火性物質、発熱体を置かないでください。 
 
       ２．使用について 
                     外力による変形、炎の中への投入、分解は絶対にしないでください。 
 
       ３．ご使用後の送信器の取扱いについて 
                 ご使用にならなくなった送信器は当社最寄りの支店、営業所へ必ずご返却ください。 
 
 
 

４．運搬・保管するときに 

                                                                                
      ●衝撃を与えないでください。 

送信器を落としたり叩いたりしますと、各種電子部品が破損し、機能を失う恐れがあります。 
 
      ●保管中は、振動を与えないでください。 

送信器の保管中は、長期間にわたって振動を与えないでください。 
          各種電子部品が破損し、機能を失う恐れがあります。 
 
      ●高温、低温になる場所での保管は避けてください。 

室温で保管ください。高温あるいは低温で保管しますと、各種電子部品に異常をきたし、 
機能を失う恐れがあります。 

      
●移動・運搬する場合は出荷時状態のまま、もしくは停止状態にしてください。 

送信器を移動・運搬する場合、特に航空機で輸送する時は必ず、出荷時状態のまま、もしくは 
停止状態にしてください。停止状態にする方法は“８．無線通信機能の停止方法”を参照してく
ださい。周辺の電子機器などの機能を阻害する恐れがあります。 

 
 
 

５．各部の名称 

 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 
 

アンテナ 

収納部 

凸部 

（マグネット 

  操作用目印） 

引掛部 

ＬＥＤ表示窓 

ステッカー 



 
 

６．設置・配線するときに 

                                                                            
      ●水没による電波の減衰を避けるため、できるだけメーターボックスやピットの上方に設置してく

ださい。 
 
      ●ＬＥＤ表示が見えにくい場所は避けてください。 
 
   ●金属壁面（磁性材）から離して設置してください。金属製のシールを貼りつけないでください。 
 
      ●使用温度範囲（－１０～＋６０℃）を超す場所は避けてください。使用温度範囲外の温度は、 

電池寿命を早める恐れがあるため避けてください。 
 
      ●屋外に設置する場合は直射日光の当たる場所を避けるか、遮光板などを設けてください。 
 
      ●油、土砂などがかかる場所への設置は避けてください。 
 
      ●振動の影響がある場所は避けてください。 
 
      ●配線するとき、放送電波、各種通信電波の影響が考えられる場合や、モーターなど動力機器、 

動力線が近い場合は、金属製電線管を使用するなど、ノイズの影響を避けてください。 
 
      ●配線が商用電源線、動力線と平行または交差する場合は、５０cm 以上離してください。 
 
      ●伝送線を途中で切断し延長する場合は、接続部の防水効果を確実にするため「スリーエムジャパ

ン製 スコッチキャスト」または同等品を必ずご使用ください。 
        （ご使用に際してはその製品の取扱説明書を参照し、最大伝送距離を守ってください。） 
        「スコッチキャスト」は、スリーエムジャパン 社の登録商標です。 
 
 
 

７．配線・起動・設置方法 

 
１）電子式水道メーターなど８ビット電文出力機能を持った水道メーターとの接続 

水道メーターの電文出力線と送信器とを結線します。結線には「スリーエムジャパン製  
スコッチキャスト」または同等品を必ずご使用ください。 
（ご使用に際してはその製品の取扱説明書をご参照ください） 
 
①電子式水道メーター（Ｅシリーズ）および 8 ビット電文出力付電磁式水道メーター 
（ＳＵ、ＳＹシリーズ） 
水道メーター側の電文通信線Ａ２（白）と送信器の白線を接続します。Ａ１（黒）について
も、同様に送信器の黒線と接続します。なお、水道メーター側にパルス出力線（赤、緑）が
ある場合、これらの線は使用しません。他の線と接触、短絡しないよう切断処理をしてくだ
さい。 
 
 
 
    メーター       白      白    送信器 ＱＣ１５－１－２ 
 
 
 
 
               黒      黒 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３ 

 



 
 
 
 

②マルチリード式水道メーター（ＤＮシリーズ） 
水道メーター側（発信器ＭＧ６０００）の電文通信線Ａ２（黒）と送信器の白線を接続しま
す。Ａ１（赤）は送信器の黒線と接続します。なお、マルチリード式水道メーターの残った
白線については、他の線と接触、短絡しないよう切断処理をしてください。 
 
 
 
  マルチリード式      黒      白    送信器 ＱＣ１５－１－２ 
   水道メーター 
 
 
 
 
               赤      黒 

 
 
 

③パルス発信式メーター用電子式積算カウンター（ＲＭ０９－９３－Ａシリーズ）および電磁式
水道メーター用表示器（ＥＴ１２－Ｋ３） 
カウンターの電文出力端子 A2（端子台番号７）に送信器の白線を接続します。Ａ１（端子台
番号８）に送信器の黒線を接続します。 
 
 
 
例）パルス発信式メーター用             送信器 ＱＣ１５－１－２ 

電子式積算カウンター 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

      
       
 
 
 
                                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

端子台 

白 

黒 



 
 
 

２）送信器の仮設置とテスト通信 
送信器を設置したい場所に仮設置し、テスト通信を行い無線通信が可能かどうか確認します。 
なお、送信器をメーターボックス内、ピット内、プラボックスなどの計器盤へ取り付ける 
場合は、ふたを閉じてテスト通信を行うなど実設置の条件にて実施してください。 
この確認で通信が失敗するようであれば、設置場所を変えて再度確認を実施してください。 
 

   ・テスト通信の方法（初めての場合は① ②、２回目以降の場合は②を行ってください。） 
①送信器の凸部分に約２秒間磁石を当て、ＬＥＤが橙色に点灯後３秒以内に磁石を離します。 
接続機器との有線通信を実施し、結果をＬＥＤの点灯、点滅にて表示します。 

 
 
＜推奨磁石＞ 
●専用磁石 
 品番：１４８０５４ 
マグネット：ネオジウム磁石 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜ＬＥＤ表示＞ 
●有線通信成功 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●有線通信失敗 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 通信失敗の場合、接続機器との接続を再度確認してください。 
 

 
 
 
 
 

５ 

ＬＥＤ表示窓 

マグネット操作位置 

2秒 1秒 0～2秒

赤 橙 赤

状態
磁石近接
を検出

有線通信確認成功
6秒間点灯

緑

有線通信結果表示（成功）

ＬＥＤ表示

磁石が離れた
ことを検出

有線通信確認が終わるまで
1秒おきに点灯、消灯

緑

起動確認および接続機器
との有線通信

2秒 1秒 0～2秒

赤 橙 赤

状態
磁石近接
を検出

ＬＥＤ表示

磁石が離れた
ことを検出

有線通信確認失敗
0.5秒間隔で6秒間点灯

赤、橙

有線通信結果表示（失敗）
起動確認および接続機器

との有線通信

有線通信確認が終わるまで
1秒おきに点灯、消灯

緑



 
 
 
②送信器の凸部に約７秒間磁石を当て、ＬＥＤが橙色に２度点灯後３秒以内に磁石を離します。
接続機器と有線通信後無線通信を行い、結果をＬＥＤの点灯、点滅にて表示します。 
 
＜ＬＥＤ表示＞ 
●テスト発呼成功 
 
 
 
 
 
 
 
 
●テスト発呼失敗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 テスト発呼失敗の場合は、時間を空けて再度②を行ってください。それでも失敗する場合は 
 通信環境が悪いと考えられますので、設置場所を変更してください。 

 
 
 

３）送信器の設置 
小型メーターと接続する場合 

できるだけメーターボックスに立てかけるように設置してくだ 
さい。立てかけるスペースがない場合はメーターの横に置いて 
ください。このとき、できるだけステッカーが上になるように設置
してください。 
なお、寒冷地区のメーターボックスでは、メーターボックスに付い
ているチェーンなどを利用して、送信器の引掛部と結束バンド 
などで結び、吊り下げるようにしてください。 
（送信器はボックス内水没による電波減衰を少しでも避ける 
ため、できるだけ高い位置に設置してください。） 

 
 
 
 
 
 
 
＜メーターボックスに底がある場合＞  ＜メーターボックスに立てかけるスペースがない場合＞ 
  メーターボックスに立てかける     ステッカーを上にして設置してください。 
  ように設置してください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 

寒冷地区のメーター 

ボックスの場合 

２秒
１
秒

４秒
１
秒

０～２秒

緑 橙 赤 橙 赤

状態

ＬＥＤ表示

磁石の
近接を検出

磁石が離れた
ことを検出

テスト発呼が終わるまで
１秒おきに点灯、消灯

緑

接続機器との有線通信
および無線通信

橙

テスト発呼成功
６０秒間点灯

テスト発呼結果表示
（成功）

２秒
１
秒

４秒
１
秒

０～２秒

緑 橙 赤 橙 赤

状態

ＬＥＤ表示

接続機器との有線通信
および無線通信

磁石が離れた
ことを検出

磁石の
近接を検出

テスト発呼が終わるまで
１秒おきに点灯、消灯

緑色

テスト発呼結果表示
（失敗）

テスト発呼失敗 ０．５秒
間隔で６０秒間点灯

赤、緑



 
 
 
＜メーターボックスに底がない場合＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大型メーターと接続する場合 

できるだけ高い位置で送信器の引掛部に吊り下げるようにしてください。 
（送信器はピット内水没による電波減衰を少しでも避けるため、できるだけ高い位置に設置 
してください。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４）最終通信確認 
送信器の設置後、再度テスト通信を行ってください。（方法は、２）送信器の仮設置とテスト通信
の“・テスト通信の方法”をご参照ください。） 
 
 

    
 
 
                                                                

送信器の凸部分に約１２秒間磁石を当て、ＬＥＤが橙色に３回点灯後３秒以内に磁石を離し 
ます。無線通信機能の停止処理を行った後、ＬＥＤが６秒間赤色に点灯します。 
 
＜ＬＥＤ表示＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※磁石は１６秒以上近づけないでください。エラーとなり、無線通信機能が停止しません。再度
上記の手順を実施してください。 

 
    

 
 
                                                                

接続機器が「漏水１」「漏水２」「過大流量」「逆流」「超過流量」「水不使用１」のアラームを 
発呼すると、アラーム情報を即時クラウドに送信します。接続機器のアラーム情報は、１日１回
の自動検針による無線通信が成功した後、リセットされます。 
なお、本機能を使用するためには接続機器にてアラーム発呼の設定が必要です。 

 
 

７ 

８．無線通信機能の停止方法 

９．即時発呼機能 

メーターボックスの深さが浅い 

場合で、底が地中である場合は、 

穴を掘ってから立ててください。 

２秒
１
秒

４秒
１
秒

４秒
１
秒

０～２秒

緑 橙 赤 橙 赤 橙 赤

状態
磁石の

近接を検出
停止処理

処理結果表示
（停止処理成功）

終わるまで
１秒おきに点灯、消灯 ６秒間点灯

磁石が離れた
ことを検出

ＬＥＤ表示
緑 赤



 
 
    

１０．製品仕様 

        

項   目 内   容 

 
無
線
通
信
仕
様 

通信規格 ＬＴＥ方式（3GPP Release13(NB-IoT)） 

周波数帯域 ９００ＭＨｚまたは２．１ＧＨｚ（自動選択） 

通信速度 ＵＬ：６３ｋｂｐｓ、ＤＬ：２７ｋｂｐｓ（ベストエフォート） 

最大送信出力 ＋２３ｄＢｍ 

通信キャリア ソフトバンク株式会社 

通信周期 １日１回 

送信データ 
基準時刻、送信器アラーム情報、メーター番号、小数点情報、 
メーターアラーム情報、1時間毎の指針値、電波強度、電波品質 

 
有
線
通
信
仕
様 

インターフェイス 
８ビット通信インターフェイスに準拠 
(東京都水道局 自動検針通信仕様 Ver.2.6Aに準拠) 

通信速度 ３００ｂｐｓ 

通信方式 半二重 

同期方式 調歩同期 

通信符号 データ ７ビット ＋ パリティ １ビット (JIS X 0201) 

誤り制御 水平・垂直パリティ (偶数パリティ) 

起動用スイッチ リードスイッチ 

表示ランプ ２色ＬＥＤ（2色 LED により緑・赤・橙を表示可能） 

電   源 リチウム電池  ３Ｖ×３本内蔵（電池寿命約 8 年,電池交換不可） 

最大伝送距離 メーターと送信器間 １０ｍ 

動作温度（周囲温度） －１０℃～＋６０℃ 

構   造 JIS C 0920 保護等級 IP68(一時的な水没に耐える) 

ケーブル 
ケーブル長：１．５ｍ（圧着端子付き） 
芯数：２芯［黒：A1、白：A2］ 

主要材質／色 
ケース：ポリフェニレンスルファイド（PPS） 
色 ：黒 

質  量 約５００ｇ（ケーブル 1.5ｍ含む） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 



 
 
    

１１．外形寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１２．保証とアフターサービス 

 
        ●保証期間 
            ご購入日から１年間は、当社の製造上の問題に起因することが明らかな故障について、無償

で交換いたします。 
            送信器に異常があるときは当社最寄りの支店、営業所までご連絡ください。その際は、故障

の状況をできるだけ詳しくお知らせください。 
             
    ●保証範囲 

本製品は万全の品質保証体制で製造しておりますが、正常な使用状態において保証期間内に
当社製造責任による故障が生じた場合、代替品の納入を無償でおこなわせていただきます。 

      但し、故障した製品についての無償対応の適否は当社の調査結果によるものとします。 
      また、以下の項目に該当する場合は、この保証範囲から除外させていただきます。 
 
      １）カタログ、製品仕様書、取扱説明書などの記載事項に従わないで使用した場合の故障 
      ２）火災、地震、風水害、落雷などの災害および犯罪などの破損行為に起因する故障 
      ３）腐食環境下での使用による製品腐食に起因する故障 
      ４）犬、猫、ねずみ、昆虫などの生物の行為に起因する故障 
      ５）故障の原因が当社製品以外に起因する故障 
      ６）出荷当時の科学・技術水準で予見不可能であった故障 
      ７）当社または当社が指定したもの以外による修理や改造による故障 
      ８）不適当な点検や消耗部品の保守・交換に起因する故障 
 
      なお、ここでいう保証は当社製品単体の保証を意味するもので、当社製品の故障から誘発さ

れるお客様の損害（当社製品以外への損害・損傷、逸失利益、機会損失、輸送費用、工事費用
など）につきましては、保証範囲外とさせていただきます。  

 
【著作権について】 

取扱説明書の著作権は愛知時計電機株式会社に帰属します。権利者の許諾を得ることなく、取扱説明書の 
内容の全部または一部を複製することは、禁止されております。ただし、お客様が当社製品を使用する上で 
取扱説明書を複製させることはこの限りではありません。 
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